
指定福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与事業所

福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与事業所運営規程

(事業の目的)

第 1条 合同会社楽志が開設する福祉用具の楽らく (以下「事業所」という。)が行 う指定福祉用具貸与及
び介護予防福祉用具貸与の事業 (以下「事業」という。)の適正な運営を確保するために人員及び管理

運営に関する事項を定め、事業所の専門相談員が、要介護状態 (介護予防にあっては要支援状態)に あ

る高齢者に対し、適正な福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与を提供することを目的とする。

(運営の方針 )

第 2条 福祉用具貸与の提供に当たって、事業所の専門相談員は、要介護者の心身の特性を踏まぇて、その

有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、利用者の心身の状況、希望及びその置か

れている環境等を踏まえた適切な福祉用具の選定、取付け、調整等を行い、福祉用具を貸与することに

より、利用者の日常生活上の便宜を図り、その機能訓練に資するとともに、利用者を介護する者の負担

の軽減を図るよう援助を行 う。

2 介護予防福祉用具貸与の提供に当たって、事業所の専門相談員は、要支援者が可能な限りその居宅にお
いて、自立した日常生活を営むことができるよう、要支援者の心身の状況、希望及びその置かれている環境

を踏まえた適切な福祉用具の選定の援助、取付け、調整等を行い、福祉用具を貸与することにより、要支援

者の生活機能の維持又は改善を図る。

3 事業の実施に当たっては、関係市町村、地域包括支援センター、居宅介護支援事業者などの地域の保健・

医療・福祉サービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。

(事業所の名称等 )

第 3条 事業を行 う事業所の名称及び所在地は、次のとお りとする。

① 名 称   福祉用具の楽らく

② 所在地  鳥取県米子市富益町63番地50

(職員の職種、員数及び職務の内容)

第 4条 事業所に勤務する職種、員数及び職務の内容は次のとおりとする。 (介護予防の職員との兼務 )
① 管理者  1名 (常勤職員、専門相談員と兼務 )

管理者は、事業所の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行 うとともに、自らも指定福祉用具貸与

及び介護予防福祉用具貸与の提供に当たるものとする。

②  専門相談員 2名 (常勤職員 2名 、うち常勤職員 1名 は管理者と兼務 )

専門相談員は、福祉用具貸与計画 (介護予防福祉用具貸与計画)の作成・変更等を行い、指定福祉用

具貸与及び介護予防福祉用具貸与の提供に当たる。

③  事務職員  1名 (非常勤職員 )
必要な事務を行う。

(営業日及び営業時間)

第 5条 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。
①・ 営業日 月曜日から土曜日までとする。ただし、会社の指定する土曜日、国民の休日及び夏季休業、
年末年始を除く。



② 営業時間 午前8時 30分から午後 5時 30分までとする。ただし、土曜日は午前8時 30分から
午後 12時 30分までとする。
(指定福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与の提供方法、取り扱う種日及び利用料等)

第 6条 指定福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与の提供方法次のとおりとする。
① 専門相談員が、利用者の状態に応じ、利用者の希望を聞きながら適切な福祉用具を選定する。
② 専門相談員が、利用者の状態に応じ、納品時に福祉用具の取付け、調整等を行い、使用方法の説明
を行う。

2 取り扱 う種目は、以下のとおりとする。
① 車いす、車いす付属品、特殊寝台、特殊寝台付属品、床ずれ防止用具、体位変換器、手す り、

スロープ、歩行器、歩行補助つえ、認知症老人徘徊感知、移動用 リフ ト、自動排泄処理装置

3 指定福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与を提供した場合の利用料の額は、別に定める料金表に記載
されている額とし、当該指定福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与が法定代理受領サービスであると

きは、その 1割から2割の額とする。なお、月途中のサービス提供の場合は、日割 り計算を行う。

4 第 7条の通常の事業の実施地域を越えて行 う指定福祉用具貸与及び介護予防福祉用具貸与に要した交
通費は、通常の事業の実施地域を越えた地点から、随時相談し実費を徴収する。

5 搬入に特別な措置が必要な場合 (ク レーン車使用など)の費用は、その実費を徴収する。
6 前三項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に対 して事前に文書で説明をした上で、
支払いに同意する旨の文書に署名 (記名押印)を受けることとする。

(通常の事業の実施地域 )

第 7条 通常の事業の実施地域は、米子市、境港市、西伯郡、日野郡、安来市、松江市の区域とする。
(その他運営についての留意事項 )

第 8条 事業所は、専門相談員の資質向上を図るための研修の機会を次のとおり設けるものとし、また、業
務体制を整備する。

①  採用時研修 採用後1カ 月以内

②  継続研修 年 6回

2 従業者は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。
3 従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、従業者でなくなっ
た後においてもこれらの私密を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容に含むものとする。

4 福祉用具の消毒及び保管については、次の事業者に委託する。
株式会社ニシケン

松江市人幡町 14-3

5 この規程に定める事項のほか、運営に関する重要事項は合同会社楽志と事業所の管理者との協議に基づ
いて定めるものとする。

附 則
この規程は、平成 27年 8月 1日 から施行する。

附 則
この規程は、平成 28年 8月 1日 から施行する。

附 則
この規程は、平成 30年 7月 1日 から施行する。


